
















































Local Adherence of Sports School on Comprehensive Five-day School Week System
 本山　　貢　 　　　　　　　　 植原　宏仁 　　　　　　　　　 森岡　英仁 　
Mitsugi MOTOYAMA　　　　　　　Hirohito UEHARA　　　　　　　　Hideto MORIOKA
　　（和歌山大学教育学部）　　　（和歌山大学教育学部大学院）　　（和歌山大学教育学部大学院）
 　 地井　誠一郎　　　 　　　　　　 　　 田邊　　智　
　　  Seiichiro JII　 　   　　　　　　 　Satoshi TANABE　









































　教室の開催期間は平成 11 月 19 日～ 12 月 21 日まで
の土曜日または日曜日、合計 6回（そのうち１回が日
曜日）実施することにした。開催時間は午前 9時から
10 時 20 分 (1 グループ )、午前 10 時 30 分から 11 時












女子 1名 )、小学 2年生：12 名 ( 男子５名、女子７名 )、
小学 3 年生：3 名 ( 男子 2 名、女子 1 名 )、小学 4 年
生：5名 (男子 1名、女子 4名 )、小学 5年生：2名 (
男子 2名、女子 0名 )、小学 6年生：3名 (男子 2名、
女子 1名 )であり、小学 2年生の参加が最も多かった。
また、児童の性別は男女同数であった。また、親の性





























　統計処理は Macintosh StatView 4.0 を用い、体力





　6 回開催のうち、１グループ（午前 9 時から 10 時
20 分のクラス）の出席率は 94％、２グループ（午前








































































































































































合計６回）の平均歩数 ( 活動量 ) は、子どもが 4,191
歩、親が 2,895 歩で子どもの歩数が親に比べ有意に多
く、約 1,300 歩上回っていた（P<0.01）( 図 3)。この
歩数は事前に調査した土曜日の歩数に対して子どもで
63.8％、親で 46.4％に相当していた (図 4)。
　平日および土曜日・日曜日の歩数について親と子
どもとの関連性を検討した。その結果、平日は親子の
身体活動量には関連性が認められなかったが ( 図 5)、
土曜日と日曜日はいずれも有意な正の相関関係が認め





















































































































単位 教室前 教室後 P 教室前 教室後 P
開眼片足立ち 秒 52.0 ± 20.8 56.8 ± 7.9 n.s. 57.6 ± 11.5 57.9 ± 8.9 n.s.
テニスボール投げ ｍ 15.5 ± 7.4 16.3 ± 7.5 n.s. 16.3 ± 7.6 17.0 ± 7.2 P=0.65
立ち幅跳び ｍ 1.47 ± 0.30 1.39 ± 0.27 P<0.05 1.63 ± 0.43 1.63 ± 0.20 n.s.
握力 kg 14.4 ± 5.2 12.7 ± 5.6 P<0.01 30.0 ± 7.8 29.0 ± 6.3 n.s.
背筋力 kg 43.2 ± 17.9 50.1 ± 22.4 P<0.01 84.6 ± 26.9 85.7 ± 22.6 P<0.05
長座体前屈 cm 25.7 ± 7.5 32.1 ± 8.4 P<0.001 35.7 ± 11.0 35.3 ± 10.5 n.s.
20 ｍジグザグ走 秒 15.6 ± 1.2 13.8 ± 1.1 P<0.001 13.9 ± 1.0 13.3 ± 0.8 P<0.01
単純反応時間 秒 0.364 ± 0.06 0.350 ± 0.07 n.s. 0.326 ± 0.34 0.349 ± 0.53 n.s.
表１　テニス教室前後における体力測定の変化
n.s.：有意差なし
